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Book Review

『わが母時実新子 ―母からのラブレター』

（実業之日本社）

うららかな死よその節はありがとう
神戸に眠る著者の母、時実新子（1929
－2007）の墓碑には「川柳　新子」の文字
と共にこの一句が刻まれています。巻末の
略年譜によると、17歳で岡山から姫路へ嫁
ぎ、夫の死後58歳で再婚して神戸へ移り
住んだとあります。ベストセラーとなった句集
『有夫恋』、大震災の体験を踏まえた句集
『わが阪神大震災―悲痛を超えて』、「月刊
川柳大学」などは神戸で生まれています。
母の死から3年、がん告知を受けた著者
は段ボール箱いっぱいの母からの便りを前に
して思い悩み…母の弟子の協力のもと、新
子の没後6年目にようやくこの本を発行しま
した。死の直前まで約40年にわたり著者に
あてた手紙、ハガキ、FAXの中から、とき
に添えられた洒脱なイラストもそのままに、こ
とに思い出深いものを初公開し、「母と娘」
「母の仕事、母の恋」「母の趣味、母の生

活」「母と老い」を
各表題にして著者
の回想と新子の
句を加えました。
「家に戻ってもミイラ、ミイラ。それで、1
月号新子20句は『ミイラ』です。川柳にした
らスッと落ちてくれたわ。『死』を思うわね」（第
4章より）。70歳で神戸の博物館の「ミイラ
展」へ行ったときの便りからは、多感な少女
時代に戦争を体験したためか、若いときから
よく死を詠んできた作家の一面がうかがえる
ようです。また、「クカイ」を娘の運動会より
優先する母への苦い述懐をはじめ、著者の
エッセイからもさまざまな情景が甦ります。
同じ悩みをもつ母と娘の心の通い合いを

それぞれの立場で読み取ってもらいたいとい
う著者の願いはもちろんのこと、作家研究
をする上でも、本書は貴重な記録資料とい
えるのではないでしょうか。
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